





































































































































































































































































































































































































































































































































































































小切⽜を渡すことで、ポートマンの要求をかわしたが アメリカ側らの具体的な⽛婦人 の 求によって、下田奉行 ちは、今後何らかの対応を取る必要がある 認識するに至っ と考えられる。
下田奉行伊沢政義・都筑峰重が条約附録第四条に基づく休息所の設






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































道義的・倫理的判断⽜を下すことはなく、遊女・遊廓をめぐる 策では⽛公権力の威信の保持 という観点が専ら重視され 、という曽根ひろみ氏の指摘が
(
49)、安政元年の休息所問題にもそのままあてはまるの
である。
幕末の外国人向けの遊廓については、幕末史全体の中に、ひいては
近世から近代にかけての長い時間軸の中に位置づけるという点で、まだ多くの課題が残されている。本稿もまた、安政元年というわずかな時期を考察したに過ぎない。今後は、遊廓社会論の方法を踏まえた遊廓社会の構造や、それぞれの時期の政治史的状況、そして性の問題も含めたジェン
ダ
ー史的観点などを
総合しながら、幕末・維新期の外国
人向け遊 の歴史的特質を探る、という作業を続けていきたい。
注(
1)
佐
賀
朝
・
吉
田
伸
之
編⽝
〈シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
1〉三
都
と
地
方
都
市⽞吉
川
弘文館、二〇一三年)
、同編⽝
〈シリーズ遊廓社会
2〉近世から近代へ⽞
吉川弘文館、二〇一四年)
。
(
2)
日本の通史をジェン
ダ
ー史的観点から描いた成果として、久留島典子
・
長
野
ひ
ろ
子
・
長
志
珠
絵
編⽝歴
史
を
読
み
替
え
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
日
本史⽞(
大月書店、二〇一五年)
。
(
3)
松
井
洋
子⽛ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
る
近
世
日
本
の
対
外
関
係⽜(
荒
野
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井
章
介
編⽝
〈日
本
の
対
外
関
係
6〉近
世
的
世
界
の
成
熟⽞吉
川
弘
文館、二〇一〇年)
、同⽛長崎と丸山遊女⽜(
佐賀・吉田前掲⽝三都と地
方
都
市⽞
)、同⽛貿
易
都
市
長
崎
か
ら
見
た
近
世
日
本
の⽛売
春
社
会⽜
⽜(
⽝歴
史
学研究⽞九二六号、二〇一四年)
。
(
4)
横
田
冬
彦⽛混
血
児
追
放
令
と
異
人
遊
廓
の
成
立⽜(
ひ
ろ
た
ま
さ
き
・
横
田
冬
彦編⽝異文化交流史の
再検討⽞平凡社、二〇一一年)
、七四頁。
(
5)
吉田常吉⽛幕末外交史上に於ける外人休息所及び売女接待の問題(
一)
～(
四)
⽜(
⽝国史学⽞三二号・三五号・三六号・三七号、一九三七～一九
三九年)
。なお、休息所問題に関する吉田氏の研究として、
⽝唐人お吉⽞
(中央公論社、一九六六年)
も参照。
(
6)
嘉永七年一一月に安政と改元する。煩を避けるため、本稿では、改元
以前であっても、改元後の安政元年と表記する。
(
7)
吉
田
前
掲⽛幕
末
外
交
史
上
に
於
け
る
外
人
休
息
所
及
び
売
女
接
待
の
問
題
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(一)
⽜、五五頁。
(
8)
同右(
二)
、三〇～三一頁。
(
9)
阿
部
保
志⽛幕
末
の
遊
廓⽜(
⽝地
域
史
研
究
は
こ
だ
て⽞二
五
号、一
九
九
七
年)
。な
お、箱
館
の
遊
廓
に
つ
い
て
は、福
田
美
穂⽛幕
末
開
港
場
に
お
け
る
外
国
人
向
け
遊
廓⽜(
⽝女
性
歴
史
文
化
研
究
所
紀
要⽞一
七
号、二
〇
〇
九
年)
に
よ
ってさらに議論が深められている。
(
10)
吉田ゆり子⽛幕末開港と⽛倭夷之差別⽜
⽜(
佐賀・吉田前掲⽝近世から
近代へ⽞
)、六六頁。
(
11)
吉田ゆり子⽛幕末・維新期の大瀧遊廓⽜(
⽝近世の家と女性⽞山川出版
社、二〇一六年〈初出二〇一〇年〉
)。
(
12)
吉
田
前
掲⽛幕
末
外
交
史
上
に
於
け
る
外
人
休
息
所
及
び
売
女
接
待
の
問
題
(一)
⽜、五五頁。
(
13)
佐
賀
朝⽛シ
リ
ー
ズ
遊
廓
社
会
2
近
世
か
ら
近
代
へ
序
文⽜(
佐
賀
・
吉
田
前掲⽝近世から近代へ⽞
)、八頁。
(
14)⽝
〈大
日
本
古
文
書〉幕
末
外
国
関
係
文
書⽞五
巻
(東
京
大
学
出
版
会、一
九
八
四年〈復刻〉
)、二四三号、四五二～四五三頁。以下、日米和親条約の条
文は同文書による。
(
15)⽝幕末外国関係文書⽞六巻、二二五号、三五八頁。
(
16)
吉
田
前
掲⽛幕
末
外
交
史
上
に
於
け
る
外
人
休
息
所
及
び
売
女
接
待
の
問
題
(一)
⽜、四六～四七頁。
(
17)⽝幕
末
外
国
関
係
文
書⽞七
巻、一
〇
六
号、二
九
五
頁
・
一
一
八
号、三
二
四
頁。
(
18)
同右、一二九号、三六二頁。
(
19)
以下、下田奉行の伺書は、同右、一六二号、四七五～四七七頁。
(
20)
吉田前掲⽛幕末開港と⽛倭夷之差別⽜
⽜、四五頁。
(
21)
以
下、海
防
掛
勘
定
方
の
上
申
書
は、
⽝幕
末
外
国
関
係
文
書⽞七
巻、二
四
〇
号、六四二～六四六頁。
(
22)
よく知られるように、この第一一条については、英文と和文で意味が
異なっていた。英文では日米のいずれかの国が必要と判断すれば官吏を置くことができる、という文意であったのに対し、和 では両国の合意
が必要と解釈される文言となっていた。
(
23)
以
下、海
防
掛
目
付
方
の
上
申
書
は、
⽝幕
末
外
国
関
係
文
書⽞七
巻、二
四
一
号、六四六～六
四七頁。
(
24)
以下、阿部の見込書は、同右、二四二号、六四七～六五二頁。
(
25)
安政元年五月一四日、小田原藩、掛川藩、沼津藩に対し、外国船来航
時の下田警衛が命じられている(
⽝幕末外国関係文書⽞六巻、二〇六号、
三一四～三一五頁)
。
(
26)⽝幕末外国関係文書⽞七巻、二四三号、六五二～六五三頁。
(
27)
同右、一六二号、四七五頁。
(
28)
以
下、評
定
所
一
座
の
上
申
書
は、
⽝幕
末
外
国
関
係
文
書⽞八
巻、八
〇
号、
一六一～一六六頁。
(
29)
下
田
市
史
編
纂
委
員
会
編⽝下
田
市
史⽞資
料
編
三
幕
末
開
港
上
(下
田
市
教
育
委員会、一九九〇年)
、二四九頁。
(
30)
吉田前掲⽛幕末開港と⽛倭夷之差別⽜
⽜、五九頁。
(
31)
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
研
究
と
し
て、井
上
勝
生⽝
〈日
本
の
歴
史
一
八〉開
国
と
幕
末
変
革⽞(
講
談
社、二
〇
〇
二
年)
、三
谷
博⽝ペ
リ
ー
来
航⽞(
吉
川
弘
文
館、二〇〇三年)
、上白石実⽝幕末期対外関係の研究⽞(
吉川弘文館、二
〇
一
一
年)
、麓
慎
一⽝開
国
と
条
約
締
結⽞(
吉
川
弘
文
館、二
〇
一
四
年)
、井
上勲⽝明治維新
Ⅰ
⽞(
研文出版、二〇一七年)
など。
(
32)
拙著⽝開国期徳川幕府の政治と外交⽞(
有志舎、二〇一五年)
。
(
33)
拙稿⽛一三代将軍家定と阿部正弘⽜(
⽝歴史読本⽞五九巻一二号、二〇
一四年)
。
(
34)
たとえば、外国船来航中の情報共有に関して、長崎・浦賀・下田・箱
館各奉行の上申に対して再評議を指示した事例がある(
⽝幕末外国関係文
書⽞七巻、 三号・四七号・五二号・五九号
。
(
35)⽝幕末外国関係文書⽞七巻、二四三号、六五二頁。
(
36)⽝幕末外国関係文書⽞六巻、六五号、八五頁。
(
37)⽝水戸藩史料⽞上編乾巻(
吉川弘文館、一九一五年)
、三三〇頁。
(
38)⽝川路聖謨文書⽞八巻(
日本史籍協会叢書、一九六八年)
、四七七頁。
(
39)
拙著前掲⽝開国期徳川幕府の政治と 交⽞
、一三九～一四〇頁。
安政元年の下田休息所問題と阿部正弘政権
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(
40)⽛稿本藍山公記⽜五五巻(
宇和島市伊達文化保存会所蔵)
、六丁。
(
41)
同右。
(
42)
細
川
家
編
纂
所
編⽝改
訂
肥
後
藩
国
事
史
料⽞一
巻
(国
書
刊
行
会、一
九
七
三
年)
、五六二～五六三頁。
(
43)
同右、五六三頁
(
44)
同右、五六七頁。
(
45)⽛大日本維新史料稿本⽜安政元年六月五日条(
閲覧は、東京大学史料編
纂所ホームページより⽛維新史料綱要データベース⽜利用)
。
(
46)⽝幕末外国関係文書⽞七巻、一四号、三一～三二頁。
(
47)
同右、三九号、一一八頁。
(
48)⽝水
戸
藩
史
料⽞上
編
乾
巻、四
六
一
～
四
六
九
頁。な
お、長
崎
の
海
軍
伝
習
については、藤井哲博⽝長崎海軍伝習所⽞(
中央公論社、一九九一年)
も
参照。
(
49)
曽根ひろみ⽝娼婦と近世社会⽞(
吉川弘文館、二〇〇三年)
、五九頁。
(付
記)
本
稿
は、日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
(若
手
Ｂ
・
課
題
番
号
一
五
Ｋ
一
六
八
一
五、お
よ
び
基
盤
Ａ
・
課
題
番
号
二
六
二
四
四
〇
三
四)
に
よ
る
研
究成果の一部である
。
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